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（黒川ら，2005; Arroyo et al., 2007; Weber et 
al., 1999; Yuhas et al., 1989）．一方，教育分野
において ICT の活用は重要な課題となってい
るが，食品重量見積力向上教育プログラムでは































































OS ：Ubuntu Linux 10.10 
CPU ：Intel Dual-Core Xeon 2.26GHz 
メモリ ：4GB 














3. 見積り問題 1回目  
4. 見積り問題 2回目  
















（図 2）の回答後，見積り問題 1 回目～見積り
問題 3 回目（図 3）までの学習を行い，学習後
には事後アンケートに回答する順番となる． 
 
図 1 食品重量見積力向上 
     e ラーニングサイトトップページ 
「事前アンケート」，「事後アンケート」は











図 2 フィードバック機能を利用した 
       「事前アンケート」の例 
(a) 
(b) 
図 3 小テスト機能を利用した見積り問題(a) 
回答入力後の正解表示例(b) 
なお，見積り問題 1 回目には 91 枚の写真画
像と 140 問の問題を，見積り問題 2 回目には
41

















図 4 見積りテスト専用のウェブシステム 
                        （迫，2010） 
                                                     
※4 http://elearn.tezuka-gu.ac.jp/enquete/mokusoku 
/mokusoku.php（2011/08/30） 
比較の対象は，Moodle 群：大学 3回生 40 名
（男子 3名，女子 37名），非Moodle 群：大学
3 回生 42 名（男子 5名，女子 37名）の合計 82













に使用した写真画像は 57 枚，問題数は 110 問
であった． 



















































標準偏差を表 1 に示す．参考として，表1 には
2 回生・1回生の見積りテストの結果も示す． 
表 1 見積りテストの結果 
（食品重量見積りの誤差率の絶対値（％）） 
N 平均値 標準偏差
3回生(Moodle群) 40 57.1 11.8 
3回生(非Moodle群) 42 79.8 30.3 
2回生 86 81.1 32.1 
1回生 91 91.1 50.3 
N＝観測数（学生数）
表 1 から，Moodle 群と非 Moodle 群の誤差






の平均値も図 5 に示す． 
 
図5 Moodle群と非Moodle群の誤差率の絶対値の差 








表 2 帝塚山学院大学 Moodle サイトにおける














































































図 6 帝塚山学院大学 Moodle サイトと再計算
された有名企業 6サイトのWUS の尺度得点 
図 6 から，「好感度」以外の下位尺度では，
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